
他
の
と
こ
ろ
を
加
え
て
千
五
百
人
ほ
ど
、
警
備
兵
ら
か
ら
の
噂

で
そ
れ
と
な
く
ダ
モ
イ
の
こ
と
を
知
っ
た
。

帰
還
列
車
で
は
二
週
間
ほ
ど
を
要
し
た
が
、
集
結
地
の
ナ
ホ

ト
カ
で
は
五
日
間
く
ら
い
い
た
よ
う
に
思
う
。
特
に
洗
脳
教
育

な
ど
な
か
っ
た
。
帰
還
船
名
は
確
か
「
高
砂
丸
」
と
記
憶
し
て

お
り
、
千
五
百
人
ほ
ど
乗
船
し
帰
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
が
、

定
か
で
は
な
い
。
帰
還
船
内
で
は
嬉
し
さ
ば
か
り
で
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
た
。

昭
和
二
十
五
年
一
月
二
十
一
日
舞
鶴
港
に
上
陸
し
、
そ
の
後

家
路
に
つ
き
、
故
郷
で
あ
る
海
南
市
に
着
い
た
。
軍
隊
生
活
は

現
役
入
隊
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
生
活
に
慣
れ
て
自
ら
の
努
力

に
よ
り
地
位
を
得
て
き
た
。

四
年
五
ヵ
月
に
及
ぶ
抑
留
生
活
も
、

他
の
収
容
所
の
こ
と
は
存
じ
上
げ
な
い
が
、
ソ
連
側
収
容
所
長

以
下
当
事
者
一
同
の
人
柄
も
よ
く
、
も
ち
ろ
ん
我
々
抑
留
者
相

互
の
自
主
的
協
力
行
動
と
自
発
的
な
所
内
改
善
の
行
動
を
可
と

し
て
受
け
と
め
た
ソ
連
側
担
当
者
の
良
識
と
呼
応
し
て
、
比
較

的
に
精
神
的
苦
悩
も
少
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
抑

留
者
全
員
の
幸
福
で
あ
っ
た
。

帰
還
復
員
後
の
生
活
は
、
元
の
家
業
で
あ
る
漆
器
製
造
業
に

従
事
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
戦
後
の
生
活
と
し
て
厳
し
く

「
紆
余
曲
折
」

、
こ
の
文
字
通
り
事
情
込
み
入っ
て
、
心
身
と
も

に
苦
悩
の
五
十
年
の
戦
後
生
活
で
あ
っ
た
。
今
の
家
内
と
結
婚

し
た
の
は
昭
和
二
十
六
年
三
月
で
あ
っ
た
が
、
二
女
を
得
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
家
庭
を
結
び
活
躍
し
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

私
ど
も
夫
婦
は
今
も
現
役
と
し
て
、
木
谷
、
竪
谷
両
家
の
後

継
者
と
し
て
最
善
を
尽
く
し
、
公
私
と
も
に
社
会
的
存
在
を
残

し
得
た
私
自
身
に
喜
び
を
覚
え
て
い
る
現
在
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
は
、
ま
す
ま
す
健
康
管
理
第
一
と
し
て
過
ご
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

抑
留
の
労
苦
、
後
遺
症
の
続
く
戦
後
　 

和
歌
山
県
　
山
本
富
三
　 

大
正
十
四
年
五
月
二
十
七
日
、
現
在
の
海
南
市
幡
川
薬
師
谷

四
一
七
番
地
で
私
は
生
ま
れ
た
。
当
時
、
家
業
は
農
業
で
、
昭

和
十
五
年
父
死
亡
、
母
と
弟
妹
が
こ
れ
を
継
ぎ
、
強
制
出
荷
用

米
作
り
と
、
割
り
当
て
供
出
用
馬
草
刈
り
に
従
事
し
て
い
た
。



長
男
、
次
男
は
既
に
兵
役
に
。

私
は
、
海
南
市
立
大
野
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
を
昭
和
十

五
年
三
月
卒
業
。
同
年
四
月
、
大
阪
陸
軍
造
兵
厰
技
能
者
養
成

所
に
入
所
。
十
八
年
卒
業
。
同
厰
第
一
製
造
所
第
六
工
場
配
属

と
な
り
、
仕
上
げ
工
と
し
て
火
砲
の
部
品
づ
く
り
。
昭
和
十
九

年
五
月
、
同
厰
和
歌
山
工
場
に
転
じ
た
。
そ
の
年
の
九
月
、
大

阪
第
三
十
部
隊
に
現
役
兵
と
し
て
入
隊
。
夏
服
、
帯
剣
、
飯
盒
、

水
筒
、
雑
嚢
、
毛
布
等
が
装
備
と
し
て
与
え
ら
れ
、
数
日
後
、

大
阪
駅
を
出
発
、
列
車
で
下
関
へ
。
下
関
か
ら
乗
船
し
、
釜
山

港
へ
向
か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
ハ
ル
ビ
ン
に
向
か
い
、
下
車
後
ト

ラ
ッ
ク
で
関
東
軍
第
三
六
六
部
隊
に
十
月
九
日
入
隊
、
兵
科
は

技
術
兵
で
あ
っ
た
。
六
ヵ
月
技
術
教
育
を
受
け
、
次
に
「
ダ
イ

ト
ツ
セ
ン
」
所
在
の
関
東
軍
野
戦
自
動
車
厰
第
二
六
三
八
隊
に

配
属
さ
れ
、
第
三
移
動
修
理
班
勤
務
と
な
り
、
近
隣
部
隊
の
自

動
車
、
戦
車
等
の
修
理
を
担
当
。
そ
れ
は
昭
和
二
十
年
四
月
で

あ
っ
た
。

ソ
連
軍
の
不
法
侵
略
の
時
は
間
島
省
延
吉
市
に
修
理
班
と
し

て
い
ま
し
た
。
突
然
、
作
業
中
止
の
命
令
が
あ
け
、
内
務
班
に

戻
り
、
銃
と
剣
、
二
食
分
の
乾
パ
ン
を
雑
嚢
に
入
れ
水
筒
を
携

帯
し
て
上
官
の
指
示
通
り
東
の
方
に
向
か
っ
た
。
交
戦
も
な
い

ま
ま
二
日
ほ
ど
し
て
味
方
の
ト
ラ
ッ
ク
に
迎
え
ら
れ
て
乗
せ
て

も
ら
っ
た
が
、
着
い
た
所
の
地
名
は
分
か
ら
な
い
。

「
陛
下
の
終
戦
の
詔
勅
」
は
雑
音
の
た
め
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
後
で
班
長
が
、
い
つ
も
と
違
っ
た
様
子
で
「
戦
争

が
終
わ
っ
た
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
隣
に
い
た
古
兵
が
小
さ

な
声
で
私
た
ち
の
方
を
向
い
て
「
日
本
は
負
け
た
ん
だ
よ
」
と

言
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
信
用
で
き
な
い
気
持
ち
で
あ
っ
た
が
、
周

囲
の
様
子
で
何
と
な
く
本
当
な
ん
だ
な
と
悟
っ
た
。
一
瞬
と
め

ど
な
く
無
念
の
涙
が
あ
ふ
れ
出
た
。

終
戦
後
、
ソ
連
軍
と
直
接
対
面
し
た
の
は
延
吉
で
の
武
装
解

除
の
時
が
初
め
て
で
、
白
旗
を
掲
げ
た
ソ
連
側
の
使
者
と
警
備

兵
が
来
た
。
着
剣
し
自
動
小
銃
を
構
え
た
ソ
連
兵
に
監
視
さ
れ

な
が
ら
、
武
器
に
類
す
る
も
の
す
べ
て
一
ヵ
所
に
山
積
み
に
し

て
集
め
さ
せ
ら
れ
た
。

「
武
士
の
魂
」
と
さ
れ
て
き
た
も
の
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
同
然
の

あ
り
さ
ま
で
、
戦
う
こ
と
も
な
き
ま
ま
の
「
哀
れ
」
と
「
悲
し

さ
」
を
し
み
じ
み
と
味
わ
う
。
武
装
解
除
を
終
え
て
か
ら
は
、

ま
ず
自
分
自
身
の
整
理
か
ら
で
、
日
本
に
帰
る
た
め
の
準
備
。



テ
ン
ト
を
引
き
裂
い
て
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
つ
く
り
、

食
料
や
日
用
品
を
背
負
え
る
だ
け
の
も
の
を
詰
め
込
ん
だ
。
こ

れ
も
本
部
の
書
類
焼
却
や
糧
秣
受
領
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
間
を

見
て
の
私
な
り
に
精
一
杯
の
作
業
だ
っ
た
。

八
月
下
旬
に
延
吉
を
出
発
、「
東
京
ダ
モ
イ
」
と
だ
ま
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
内
心
で
は
知
り
な
が
ら
歩
み
出
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、

行
く
先
は
私
た
ち
に
は
全
く
知
る
術
も
な
か
っ
た
。

行
軍
途
中
で
一
番
困
っ
た
こ
と
は
、
水
と
草
木
だ
。
道
中
で
の

炊
事
の
材
料
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
当
時
の
事

情
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
気
づ
い
た
の
は
、
私
た
ち

よ
り
こ
の
道
を
先
行
さ
れ
た
同
胞
皆
さ
ま
の
行
く
道
々
で
の
苦

労
の
ほ
ど
が
我
が
身
に
照
ら
し
て
明
ら
か
に
推
察
す
る
こ
と
が

で
き
た
か
ら
だ
っ
た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
私
た
ち
自
身
の
食

生
活
は
困
窮
の
日
々
で
あ
っ
た
。
暑
中
の
強
行
軍
と
下
痢
患
者

続
出
、
食
事
対
策
の
不
備
等
、
す
べ
て
悪
条
件
の
中
で
の
移
動

で
あ
っ
た
。

こ
の
道
中
で
目
の
当
た
り
に
見
た
悲
し
く
も
痛
ま
し
い
姿
は
、

男
装
の
母
と
そ
の
子
ら
し
い
十
数
人
の
グ
ル
ー
プ
の
方
々
に
、

別
れ
の
手
を
振
ら
れ
た
こ
と
。
い
ま
一
つ
は
、
琿
春
峠
の
近
く

に
日
ソ
両
軍
の
破
壊
兵
器
と
遺
体
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
野
積
み

さ
れ
、
筵
の
よ
う
な
も
の
を
か
ぶ
せ
ら
れ
て
い
た
の
を
見
た
と

き
で
、
思
わ
ず
声
を
出
し
目
を
閉
じ
て
冥
福
を
祈
っ
た
。

当
時
は
ど
こ
を
歩
い
て
い
る
か
地
理
不
案
内
で
、
今
思
え
ば

琿
春
を
経
て
ソ
連
領
内
に
入
り
、
ク
ラ
ス
キ
ノ
収
容
所
に
結
集

し
一
時
期
を
過
ご
し
た
が
、
移
動
し
、
有
蓋
貨
車
に
詰
め
込
ま

れ
身
動
き
も
で
き
ず
床
の
隙
間
か
ら
用
便
を
す
ま
し
た
者
も
い

た
。
走
行
中
は
外
の
景
色
は
見
せ
て
く
れ
ず
、
昼
間
停
車
で
夜

走
る
。
ま
た
、
二
日
く
ら
い
停
車
し
た
ま
ま
の
と
き
も
あ
っ
た
。

十
日
ほ
ど
過
ご
し
て
や
っ
と
収
容
所
。
約
五
百
人
な
い
し
六

百
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。
最
初
の
時
は
自
活
作
業
が
多
く

ノ
ル
マ
も
な
く
、
滞
在
期
間
も
短
か
っ
た
が
、
次
の
収
容
所
か

ら
は
ノ
ル
マ
に
追
い
ま
く
ら
れ
た
。
伐
採
、
線
路
工
事
、
線
路

延
長
路
盤
工
事
、
荷
役
、
積
み
込
み
、
水
道
工
事
、
煉
瓦
工
場

等
々
、
す
べ
て
重
労
働
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
ノ
ル
マ
達
成
時
に

は
パ
ン
の
特
配
も
時
に
は
あ
っ
た
が
、
達
成
で
き
な
い
こ
と
が

多
い
た
め
減
量
の
心
配
ば
か
り
さ
せ
ら
れ
た
。

労
働
時
間
は
お
お
む
ね
八
時
間
で
あ
っ
た
が
、
突
然
、
夜
中

に
着
い
た
貨
車
の
バ
ラ
ス
落
と
し
に
駆
り
出
さ
れ
る
こ
と
は
全



く
辛
か
っ
た
。
常
に
空
腹
で
あ
る
の
で
眠
れ
な
い
。
そ
ん
な
と

き
の
夜
中
ま
で
の
作
業
や
夜
中
か
ら
朝
ま
で
の
使
役
は
楽
な
も

の
が
な
く
、
疲
れ
が
翌
日
ま
で
及
ん
で
、
食
糧
の
不
足
、
栄
養

値
の
不
足
、
睡
眠
の
不
足
、
こ
の
不
足
が
ち
の
す
べ
て
が
栄
養

失
調
の
人
を
ふ
や
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
不
足
は
自
ら
補
う

よ
り
ほ
か
な
く
、
松
葉
、
野
草
、
木
の
芽
、
き
の
こ
を
煮
る
か

煎
じ
る
か
し
て
生
命
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
精
一
杯
の
努
力
を
続
け

て
き
た
人
た
ち
が
今
日
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と

思
う
。
実
際
、
収
容
さ
れ
て
一
年
余
り
は
生
き
て
帰
れ
る
こ
と
に
希

望
を
持
っ
て
い
た
が
、
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
だ
ん
だ
ん
と
生

へ
の
希
望
も
薄
ら
い
で
、
帰
国
の
こ
と
す
ら
疑
問
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
こ
き
使
わ
れ
、
最
後
に
自
分
の
墓
穴

も
掘
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
言
う
者
も
出
て
き
た
。

こ
の
私
も
そ
う
思
っ
た
。

こ
の
頃
か
ら
洗
脳
教
育
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
次

第
に
抑
留
者
の
中
に
は
考
え
方
が
変
わ
っ
て
き
た
者
も
い
て
、

同
僚
と
の
会
話
も
多
く
な
り
討
論
す
る
場
も
出
て
き
て
、
作
業

場
へ
の
往
復
も
労
働
歌
を
歌
い
、
何
と
な
く
活
気
が
出
て
き
た

よ
う
だ
っ
た
。
思
想
に
つ
い
て
云
々
す
る
よ
り
も
、
私
た
ち
に

は
「
生
き
て
い
る
間
は
活
気
」
が
欲
し
か
っ
た
。

沿
海
州
ア
ム
ー
ル
河
流
域
の
第
一
〇
二
収
容
所
で
、
昭
和
二

十
四
年
七
月
末
ご
ろ
に
本
当
の
「
東
京
ダ
モ
イ
」
の
こ
と
を
聞

か
さ
れ
た
。
約
一
千
人
く
ら
い
の
ダ
モ
イ
有
蓋
列
車
で
、
以
前

に
比
べ
て
楽
々
の
ナ
ホ
ト
カ
ヘ
の
旅
で
あ
っ
た
。

ナ
ホ
ト
カ
港
で
「
明
優
丸
」
に
乗
船
。
七
月
二
十
六
日
で
あ
っ

た
と
思
う
。
夢
中
で
タ
ラ
ッ
プ
を
か
け
登
っ
た
こ
と
や
、
昭
和

二
十
四
年
七
月
二
十
九
日
舞
鶴
上
陸
、
本
土
に
足
を
踏
み
入
れ

た
記
憶
は
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
の
機
会
に
述
べ
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
の
当
時
の
ソ
連
領

で
の
四
年
間
の
過
酷
な
抑
留
生
活
に
加
え
て
、
帰
国
後
の
私
た

ち
を
、
ソ
連
抑
留
者
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
就
職
さ
せ
な
い

社
会
的
偏
見
な
ど
、
昭
和
二
十
五
年
以
後
も
敗
戦
の
重
い
後
遺

症
と
し
て
私
た
ち
の
生
活
に
の
し
か
か
っ
て
苦
し
め
続
け
ら
れ

た
。
組
の
臨
時
雇
、
酒
造
会
社
へ
、
ま
た
清
涼
飲
料
水
製
造
販

売
自
営
、
次
い
で
同
業
三
社
合
併
会
社
設
立
、
四
十
七
年
三
月

解
散
、
個
人
販
売
と
兼
業
。
繊
維
加
工
業
、
こ
れ
も
製
造
業
打

ち
切
り
、
ま
た
清
涼
飲
料
水
自
動
販
売
機
に
よ
る
営
業
を
始
め



て
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
帰
還
後
の
生
活
も
ま
た
「
有
為
転

変
」
で
あ
っ
た
。

舞
鶴
に
上
陸
し
故
郷
に
帰
っ
た
時
点
で
シ
ベ
リ
ア
で
の
労
苦

の
終
結
と
し
た
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
祖
国
で
の
生
活
の
厳
し

さ
は
、
戦
後
の
こ
と
だ
か
ら
皆
苦
し
さ
は
同
じ
だ
と
い
う
意
味

で
忘
れ
去
ら
れ
た
。
過
去
の
世
界
史
に
前
例
の
な
い
、
戦
後
の

ソ
連
強
制
抑
留
に
つ
い
て
の
国
民
的
理
解
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
。

「
観
艦
式
」

ソ
連
邦
の
娘
さ
ん
よ
、
あ
り
が
と
う
　 

和
歌
山
県
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大
正
十
一
年
七
月
三
日
、
岡
本
源
之
助
、
松
枝
の
三
男
と
し

て
、
現
海
南
市
船
尾
一
五
一
番
地
に
て
出
生
。
昭
和
四
年
黒
江

小
学
校
に
入
学
、
同
十
年
尋
常
科
を
卒
業
、
家
庭
の
漆
器
木
工

業
に
従
事
す
る
と
同
時
に
夜
間
の
学
校
に
通
学
し
ま
し
た
。
漆

器
界
不
振
に
よ
り
、
有
田
郡
八
幡
村
で
林
業
に
昭
和
十
五
年
よ

り
従
事
。
十
八
年
、
大
阪
府
信
田
山
、
大
日
本
工
機
株
に
入
社
。

家
族
は
、
妻
秀
子
、
長
男
幹
夫
と
三
人
家
族
で
し
た
が
、
昭
和

五
十
六
年
、
次
男
の
洋
司
は
白
血
病
で
他
界
し
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
に
徴
兵
検
査
、
第
二
乙
種
。
前
職
に
勤
務
中
、

昭
和
十
九
年
八
月
召
集
さ
れ
、
和
歌
山
二
十
四
部
隊
に
入
隊
。

三
ヵ
月
の
訓
練
後
十
九
年
十
二
月
、
堺
市
金
岡
部
隊
に
転
属
。

各
地
か
ら
の
応
召
者
二
十
三
歳
か
ら
四
十
歳
く
ら
い
の
寄
せ
集

め
部
隊
に
感
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
夜
、
大
阪
駅
よ
り
出
て
、

朝
、
下
関
よ
り
釜
山
へ
。
そ
し
て
北
朝
鮮
平
壌
着
、
平
壌
第
一

〇
九
飛
行
大
隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
の
生
活
は
飛
行
場
勤
務
で
す
が
、
私
は
歩
兵
科
で
し

た
。
新
兵
の
私
に
は
意
外
と
思
う
ほ
ど
、
私
が
接
し
た
上
官
は

皆
親
切
な
方
々
ば
か
り
で
、
入
隊
以
来
一
度
も
軍
隊
で
ビ
ン
タ

を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
楽
し
か
っ
た
の

は
将
校
の
集
会
所
で
し
た
。
国
民
に
対
し
て
は
誠
に
申
し
訳
な

い
こ
と
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
部
隊
で
は

八
十
人
の
少
尉
殿
が
い
て
、
毎
晩
大
宴
会
の
連
続
で
、
私
も
み

ん
な
に
勧
め
ら
れ
て
大
酒
飲
み
に
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
あ
る
農
村
へ
行
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
、
あ




